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本研究では、On-the-fly干渉計mapping法、すなわち素子アンテナの視野を連続的に空
間的に移動しつつ（On-the-fly）干渉計として動作させて天体を連続的に検出するという
技法の開発を行っている。山口干渉計にOn-the-fly干渉計mapping法を実装し、コンパ
クト電波源のサーベイを行うことを最終目標としている。

OTF干渉計に必要な機能は（１）望遠鏡を連続的にスキャンしつつ広帯域サンプリング
を行うこと、（２）サンプリングしたデータを相互相関処理する際に、望遠鏡のスキャンに
合わせて干渉計の位相中心をスキャンすること、（３）位相中心が連続的に変化する相
関データからコンパクト電波源のフリンジを抽出すること、からなる。

３か年の計画で２年目は、インテグレーションと試験観測を行う予定であった。具体的に
は、次の３項目を目標とした。

（１）天体追尾が計画の通りにできることを確認する。
（２）位相追尾が計画の通りに出来ることを確認する。
（３）十分明るい天体を観測し、フリンジが得られることと、それを観測者の狙い通りに制
御できることを示す。

この目標に対し、以下の成果を達成した。

（１）干渉計の素子となる電波望遠鏡２台のモーターを改修し、干渉計観測に利用可能
となる機能強化を実施した。サンプリングしたデータを相互相関処理する際に、望遠鏡
のスキャンに合わせて干渉計の位相中心をスキャンするために、望遠鏡の視野中心を
連続的かつ滑らかに天球面をスキャン可能とするソフトウェアの開発を行った。
（２）干渉計の相関処理における位相中心を天球面上で滑らかにスキャンさせるソフト
ウェアの開発を行った。
（３）１平方度の領域をOtFIで観測することに成功した。この領域内の３天体の検出に成
功した。

これらの研究成果を研究会で発表（２回）、また論文として発表（１編）した。

研究実績

この成果によってOtFIが原理的に可能であるだけでなく、実際の観測でも有効なもので
あることを実証できた。今後の重要な課題は精密位置決定のためのデータ解析であ
る。これに成功して、広い領域の干渉計探査観測が成功すると、重力波源天体のマル
チメッセンジャー観測をはじめとして、位置が正確にわからない、しかも短時間に強度変
動をする天体の観測に大きな貢献をできる。
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